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平成１０年度，北海道林業技術交流大会

１月２１～２２日に，札幌のかでる２゜

で開催をされました。

発表部門は地域活勤，造林，森林機能保

，林産，森林作業・林道，林業経営，森

保護，林致の８部門で，総勢９８課題の

表がありましたした。

北見営林支局からは，３騨題が参加をし

床森林センターからは，森林保護部門で

化第１係長の稲川が「知床国有林におけ

エゾシカの樹木食害について」発表をし

きました。森林保護部門では，８課題中

騨題がエゾシカ被害問題に集中し，最後

の部門舗評では，北大農学部助教授青井俊

樹氏から「特にエゾシカ問題については，

問題の背景を良く理解し実魍と対策を考え

てもらいたい」との助言がされていました

北海道林業技術交流大会は昨年から，国

と道などの関係機関により合同で発表が行

われることとなり，とても有意蕊のもので

した。
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センターに勤務して２年目を迎え職場にも

馴れましたが，太り過ぎのためなにかと同僚

に迷感をかけているのではと思い，今年は好

きなアルーールを控えめに減量５kgを目標に

羅臼岳登山等に挑戦しながら，健康管理に努
めて参りたい。Ｈ・Ｔ
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留まっているオオワシの姿が点々と見られる

。秋の終わりから道路沿いにある山の斜面

に見られたエゾシカは，自分の食料と決めた

樹の根元を動かずに，その樹皮を食ぺている

。食ぺ物のひとつである沿線の笹は，秋ご

ろから葉が食ぺられ一面茎だけになっていた

ことから，冬の間の食料不足も一段ではない

だろうか。近くの公園にいくと，雪の上に木

から木へと一直線に何者かの足跡が折れ線グ

ラフのようについていた，鯛ぺてみるとエゾ

リスらしい。夜間に遊び歩いたのだろうか，

寒い冬でも元気に活動しているようだ。

これから冬を活かした雪祭などのイベン

トが，各地で開催され流氷観光と共に厳寒の

冬を楽しむ人々が多くなり，知床もしだいに

賑やかになるだろう。
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新年を迎えるたびにまた一つ年をとることが

気になる年代になった。今年は健康管理に心が

けまた，清い心（？）で業務に取り組んでいき

たいと考えています。ＭＳ
昨年は草花の多さと思いの他の美しさを発

見したので，今年の夏はノートを持参し近郊

の沿道に孜々に咲き出す草花を絵にする，植
物画に挑戦しようと思うＹＳ

３６歳ともなれば立派な「おじさん」です，体
力の維持に努めるため，トレーニングに励みま

す。Ａｌ
流氷に映えるウトロ港

鰯1,mＡ、今年も知床のイベントは楽しいですねと
昨年の４月に知床森林センターに勤務になり

，大勢の方々に喜んでいただける様に張り切
,職場の雰囲気にも馴れ’２年目となる今年ってます。ｓｏ■－匹一一■＿－－，一■－－▲■▲＿

昨年からの降雪で辺りは真っ白な雪景色

となり，道路の両脇には除雪された雪が垣根

のように続いている。オホーツク海には例年

より数日早く，サハリン方面から流氷が姿を

表し海面を漂い，北海道ならでわの流氷と，

冷たく青い海の冬景色を見せている。

年が明けて，センター事務所の窓からオオ

ワシが上空に飛来しているのが見られた。

見慣れたカラスやトビに比べ，姿は一段と

大きく顔つきも壮観であり，市街地で見られ

るのも稀である。

斜里からウトロにいく途中にあるオシンコ

シンの滝は，流れ落ちる滝の水が凍り付き，

氷の間から清水が流れ落ちている。向かい側

のオホーツク海には，流氷の上で獲物を待っ

ているのか，ギョロリと辺りを見渡しながら

は，知床について知識を深め，皆さんにアピー．･･-..-..-…

ルしていければと思っています。ＩＩＴ
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増え続ける樹木食害に着目し，一昨年から

知床国有林内（ウトロ地区）に調査区を設け

，樹木食霄の追跡調査を行っていることにつ

いては，既に数回報告済みである。

昨年９月に同調査区隣接で，新たに樹木食

害と併せてエゾシカによる「植生食圧調査（

囲い込み）」についても，調査を行っている

ので報告したい。

コドラートの大きさは，８ｍ四方で，金網の

太さ１８＃，升目２．６cm，高さ３ｍを使用し

，コドラート内と囲い込みをしない対象区とを

設け食圧変化を観察（１０年間程度）すること

とした。クマイザサの平均丈は，コドラート内

７８cm，対象区６４cmである。

昨年９月の設置段階では，クマイザサはそれ

程食害を受けていなかったが，１２月中旬では

鰯慰第２４回「森とのふれあい」『親子木工体

験』を，１月９日に知床森林センターで３６

名（小学生以下２４名）が参加して実施しま

した。

昨日からの吹雪の心配をよそに当日は繍天

に恵まれ，予定通りの開催となりました。

工作は，あらかじめ用意した自然の素材（

つる.小枝・小石・年輪プレート等）を使っ

て，小動物・壁掛け等を作ります。

工作に取り掛かる親子

参加者は，センター職員から材料の取り扱

い方や作り方等の説明を受けた後，さっそく

材料を選び工作作りに入りました。

参加者の中には馴れた手つきですぐ工作に

取り掛かる子供や，何を作るか考えている親

子が見受けられましたが，難しい作品に挑戦

し出来上がりに満足した親子，また，子供よ

り親の方が夢中になる人など様々でした。

終わりに，出来上がった思い思いの作品を

皆んなに紹介し関心を受けていました

また，余った材料を持ち帰り家庭で工作し

てみたいとの声もありました。

短い時間の中でしたが、楽しそうな声や笑

顔でセミナー室は終始なごやかな雰囲気に包

まれ好評でした。

調査目的は，樹木食害

と同じくエゾシカの食性

ササなどの受ける食圧及

び回復の期間を観察する

。囲い込みをした設臘箇

所は，知床半島の北面に

面した斜面にあり，標高

約１００ｍ，針広混交林

の天然林で，植生はクマ

イザサを主とするエゾシ

カ越冬地である。

設置物は写真①にみる

工作物（以下，コドラー

トと呼ぶ）を施した。
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自分の作品を紹介

ｲﾝタールの)用①ササの密生地にコドラートを股■（９月）
11119駒観劇､1,

コドラートの箇所以外は全

て食ぺられると言う顕著な

実態が現れた。（写真①と
②を参照）

原因は，１１月下旬に降

った大雪で下層植生やドン

グリなどが埋没したことが

考えられる。いずれにしろ

この時期に，ササがこれ程

までに食ぺられるのは珍し

く，ササの食圧が進めば，

当然厳がら樹木食害への影
響も早い時期に受ける恐れ

があり懸念されところであ
る。

昭和６３年３月に開設された知床森林セン

ターも，平成１１年３月で１２年目を迎える

ことと雄る゜これまで，森林・林業について

理解と普及を図るため，各種の地域行事への

参加，イベントの企画，各種調査，広報活動

などを行ってきた。

平成８年には，知床森林センターが一般会

計へ移瀞となり，緑化思想の啓発に関するこ

とや，森林の公益的機能の発揮に関する技術

憎報の提供・指導に関すること等一般林政に

係る業務として行って行くこととなった。

当センターとしては，森林づくりや緑化活

動の一環として新たに体験林業を実施すると

ともに，また，情報の提供については，従来

から発行してきた広報紙「知床の森から」の

内容等の見直しや，より多くの人に情報を伝

えるためホームページの開設も行った。ホー

ムページを開設してから，Ｉ土や４ヶ月がたっ

た。アクセス件数の多少は別としても，毎日

確実に誰かが閲覧している。

緑化思想の啓発，森林の公益的機能の発揮

に関する技術情報の提供・指導を行っている

センターとしては，目で見えて・費用が安く

・効果を早く伝えることの出来るこれらイン

ターネットは，格好である。

これらの，実施効果については，今後の広

報紙簿で報告してゆくこととするが，知床森

林センターとしては，今後も繍極的に各種の

憎報の提供を行うと共に地域のニーズの把握

を行ってゆくこととしている。②コドラート以外は．ササの葉が一枚残らず食べらｎだ（12月）


